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企業の社会貢献が向かう先
～オイスカはどう協働できるのか？～
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日本からの支援で建てられたデイケアセンター（アブラ州）

SDGs
今月の

子どももお母さんも笑顔に！

　ゴール４の２つ目のターゲットに
は「2030年までに、すべての子ど
もが男女の区別なく、質の高い乳幼

児の発達・ケアおよび就学前教育にアクセスす
ることにより、初等教育を受ける準備が整うよ
うにする」とあります。
　オイスカが、就学前教育の場の提供に特に力
を入れている国の一つがフィリピン。研修セン
ター周辺地域に日本からの支援で建てられた
「デイケアセンター」と呼ばれる保育所には、  
地域の子どもたちの元気な声が響いています。
　デイケアセンターの役割は、入学前に集団行
動に慣れ、スムーズに学校生活がスタートでき
ることにあります。特に同国では、学校教育の
授業が英語で行われるため、簡単な英語の読み
書きができるようになることも入学前の準備と
して重要で、これもデイケアセンターに求めら
れる役割の一つです。

　また、子どもをデイケアセンターに預けてい
る間、お母さんに時間のゆとりができ、自宅で
収入につながる仕事をしたり、外に働きに出た
りする機会が得られるといったメリットもあり
ます。
　デイケアセンターの建設や運営のサポートを
することで、子どもの健やかな成長と家族の豊
かな生活の実現に貢献していきます。

～就学前の子どもたちの学びの場を提供～
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人間の生存に不可欠
な “産業・精神・文
化” のバランスを大
事にした発展を世界
規模で推進していく
ことを目的として、
このように名付けら
れました。

OISCAという名称の意味

O rganization 機構

I ndustrial 産業

S piritual 精神

C ultural 文化

A dvancement 促進

What's OISCA

　オイスカ・インターナショナルは、「すべての人々がさまざまな
違いを乗り越えて共存し、地球上のあらゆる生命の基盤を守り育
てようとする世界」を目指して1961年に創立された国際NGOです。
現在、41の国と地域にネットワークを持って活動しています。
　公益財団法人オイスカは、1969年にオイスカ・インターナショ
ナルの基本理念を具体的な活動によって推進する機関として生ま
れ、主にアジア・太平洋地域で農村開発や環境保全活動を展開。
特に人材育成に力を入れ、オイスカの研修を修了した現地の青年
は、各地で地域開発に取り組んでいます。国内では、農林業体験
やセミナー開催などを通して啓発活動を積極的に進めています。

日 月 星 辰 公益財団法人オイスカ  理事長  中野悦子

「
海
の
日
」
に
想
う

　

五
月
五
日
、
東
京
・
府
中
市
に
あ
る
大
國
魂
神
社
の
例
大
祭
に

参
拝
し
ま
し
た
。
四
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
鳥
居

か
ら
社
殿
へ
と
向
か
う
参
道
脇
を
は
じ
め
境
内
に
は
露
店
が
所
狭

し
と
並
び
、
法
被
姿
の
人
や
大
勢
の
参
拝
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
本
殿
の
前
庭
に
は
出
番
を
待
つ
八
基
の
神
輿
が
据
え
ら
れ
、

神
輿
を
煽
る
人
々
の
歓
喜
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
し
た
。

　

祭
典
後
、
宮
司
か
ら
こ
の
「
く
ら
や
み
祭
」
最
初
の
行
事
で
あ

る
海
上
禊
祓
式
の
模
様
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
四
月
三
十
日
、
神
職

一
行
は
小
舟
で
品
川
沖
に
出
て
身
を
清
め
、
さ
ら
に
清
め
の
汐
水

を
汲
ん
で
持
ち
帰
り
、
大
祭
期
間
中
の
朝
夕
潔
斎
時
に
使
用
す
る

と
の
こ
と
。
タ
イ
パ
も
コ
ス
パ
も
関
係
な
い
惟
神
の
世
界
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
七
月
十
七
日
は
「
海
の
日
」
と
い
う
祝
日
で
す
。

当
初
は
七
月
二
十
日
で
し
た
が
、
平
成
十
三
年
の
祝
日
法
改
正
に

よ
っ
て
七
月
の
第
三
月
曜
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
日
は
、
明
治
天
皇
様
が
東
北
地
方
御
巡
幸
の
帰
途
、

灯
台
巡
視
船
「
明
治
丸
」
で
青
森
か
ら
函
館
を
経
由
し
て
横
浜
に

帰
着
さ
れ
た
日
で
す
。
そ
れ
を
記
念
し
て
昭
和
十
六
年
、「
海
の
記

念
日
」
と
し
て
制
定
さ
れ
、
平
成
八
年
に
こ
の
日
を
「
海
の
日
」

と
制
定
し
ま
し
た
。

　

日
本
は
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
海
洋
国
家
で
、
豊
饒
な
海
と
安

全
な
海
な
く
し
て
わ
が
国
の
繁
栄
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と

を
戦
前
の
子
ど
も
た
ち
は
『
わ
れ
は
海
の
子
』
と
い
う
文
部
省
唱

歌
を
歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。
一
番
の
歌
詞
は

「
我
は
海
の
子
白
波
の　

騒
ぐ
磯
部
の
松
原
に　

煙
た
な
び
く
苫

屋
こ
そ　

我
が
懐
か
し
き
住
家
な
れ
」、
七
番
は
「
い
で
大
船
に

乗
出
し
て　

我
は
拾
わ
ん
海
の
富　

い
で
軍
艦
に
乗
組
み
て　

我

は
護
ら
ん
海
の
国
」
で
す
。
と
こ
ろ
が
七
番
の
歌
詞
は
、
国
防
思

想
や
軍
艦
な
ど
戦
争
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
と
し
て
G
H
Q
の
指
示

に
よ
り
削
除
。
し
か
し
、
そ
の
精
神
は
今
も
生
き
て
い
ま
す
。「
海

の
日
」
に
は
雄
大
な
風
景
と
無
限
の
恵
み
に
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。
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オイスカの海外・国内の
最新ニュースをご紹介します。
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上／これまでの台湾の多くの人々がオイスカ活動に参加してき
たことに加え、東日本大震災の折に温かい支援をいただいたこ
とに謝意を述べる中野悦子総裁

下／50周年記念のお揃いのパーカーを着て記念植樹をする参加者ら

研修生と会話を楽しみながら給食を食べる子どもたち 日本で学んだ研修生たちが母国に帰って活躍する様子も紹介された

国
内

国
内

海
外

  

5
月
24
日
、
オ
イ
ス
カ
富
山
県

支
部
が
恒
例
の
活
動
報
告
会
を
富

山
市
内
で
開
催
し
、
会
員
を
中
心

に
43
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
海
外

か
ら
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
農

業
指
導
を
行
う
西
日
本
研
修
セ
ン

タ
ー
の
豊
田
敏
幸
副
所
長
が
、
オ

イ
ス
カ
の
人
材
育
成
事
業
に
つ
い

て
講
演
。
こ
れ
ま
で
の
研
修
生
た

ち
の
母
国
に
帰
っ
て
か
ら
の
活
躍
、

オ
イ
ス
カ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
大
切
さ
、
今
年
9
つ
の

国
と
地
域
か
ら
来
た
研
修
生
の
活

気
あ
る
日
々
の
生
活
や
研
修
の
様

子
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
過
去
に
支
部
が
支
援
し
、

植
林
活
動
を
進
め
て
き
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
ネ
グ
ロ
ス
島
か
ら
は
、
渡

辺
重
美
バ
ゴ
研
修
セ
ン
タ
ー
所
長

が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
現
地
の
様
子
を

伝
え
ま
し
た
。
森
が
育
っ
て
い
る

映
像
を
目
に
し
た
参
加
者
か
ら
は

「
再
訪
し
て
現
地
の
様
子
を
見
た

い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
支

部
の
宮
崎
明
代
事
務
局
長
は
10
月

に
予
定
し
て
い
る「
同
地
へ
の
植

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
気
運
が
高

ま
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

5
月
25
日
、
中
部
日
本
研
修
セ

ン
タ
ー
で
育
て
た
無
農
薬
野
菜
が
、

愛
知
県
み
よ
し
市
の
学
校
給
食

（
小
中
学
校
12
校
と
公
立
保
育
園

6
園
）
に
提
供
さ
れ
、
こ
れ
に
合

わ
せ
、
同
市
立
三
吉
小
学
校
で
研

修
生
と
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
み
よ
し
市
は
研
修
セ
ン
タ
ー

が
あ
る
豊
田
市
に
隣
接
し
て
お
り
、

今
回
の
学
校
給
食
へ
の
野
菜
提
供

は
、
オ
イ
ス
カ
み
よ
し
推
進
協
議

会
の
働
き
か
け
に
よ
り
実
現
し
た

も
の
で
す
。
学
校
関
係
者
や
保
護

者
の
方
に
も
安
心
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
セ
ン
タ
ー
で
の
野
菜
栽
培

の
様
子
を
動
画
に
ま
と
め
て
公
開

す
る
な
ど
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
日
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
届
け

ら
れ
た
ニ
ン
ジ
ン
と
ダ
イ
コ
ン
は
、

サ
ラ
ダ
と
な
っ
て
提
供
さ
れ
ま
し

た
。
研
修
生
と
共
に
三
吉
小
学
校

を
訪
問
し
て
い
た
筑
田
明
生
副
所

長
は
、
子
ど
も
た
ち
が「
お
い
し

い
」
と
笑
顔
で
食
べ
て
い
る
様
子

を
見
て
、「
初
め
て
の
試
み
で
大
変

な
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
子
ど
も

た
ち
が
喜
ん
で
く
れ
て
よ
か
っ

た
」
と
安
堵
し
た
様
子
で
語
っ
て

い
ま
し
た
。

　

４
月
８
日
、
オ
イ
ス
カ
中
華
民

国
総
会
（
以
下
台
湾
総
局
）
の
設

立
50
周
年
を
祝
う
祝
賀
式
典
が
台

北
市
内
で
開
か
れ
、
約
1
千
名
の

会
員
ら
が
参
列
。
日
本
か
ら
も
オ

イ
ス
カ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

の
中
野
悦
子
総
裁
、
中
野
利
弘
副

総
裁
を
は
じ
め
、
長
年
台
湾
と
の

交
流
を
重
ね
て
き
た
静
岡
県
支
部

の
会
員
を
中
心
に
25
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
翌
9
日
に
は
新
北
市
貢

察
地
区
で
記
念
植
樹
を
実
施
、
公

園
と
し
て
整
備
を
続
け
て
い
る
エ

リ
ア
に
日
台
の
参
加
者
ら
が
協
力

し
、
85
本
の
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。

　

台
湾
に
お
け
る
オ
イ
ス
カ
活
動

は
、
日
台
の
国
交
断
絶
の
翌
年

1
9
7
3
年
に
、
創
立
者
・
中
野

與
之
助
翁
が
多
く
の
支
援
者
を
伴

っ
て
台
湾
へ
赴
き
、
各
界
の
指
導

者
と
、
民
間
レ
ベ
ル
の
交
流
や
相

互
の
学
び
合
い
の
重
要
性
を
協
議

し
た
時
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
以

来
、
台
湾
総
局
で
は
、
主
に
農
業

分
野
の
人
的
交
流
に
力
を
入
れ
、  

農
業
に
従
事
す
る
青
年
た
ち
が
毎

年
日
本
を
訪
れ
、
視
察
研
修
を
通

じ
て
学
ん
だ
知
識
や
技
術
を
自
ら

の
農
業
経
営
に
活
か
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
、
日
本
か
ら
の
一
行
が

行
政
院
農
業
委
員
会
の
杜
文
珍
副

主
任
委
員
（
農
業
省
副
大
臣
）
を

表
敬
訪
問
し
た
折
に
は
、
台
湾
の

農
業
開
発
に
オ
イ
ス
カ
が
50
年
に

わ
た
り
貢
献
し
て
き
た
こ
と
へ
の

謝
意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

富
山
県
支
部

オ
イ
ス
カ
の
今
を
知
る
活
動
報
告
会
開
催

人
材
育
成
事
業
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
現
状
を
報
告

　
　

中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
の
無
農
薬
野
菜
が
お
い
し
い
給
食
に
！

子
ど
も
た
ち
と
研
修
生
と
の
交
流
も

　
　

オ
イ
ス
カ
中
華
民
国
総
会

オ
イ
ス
カ
活
動
５０
年
の
大
祝
賀
会
を
開
催

日
本
か
ら
も
25
名
が
台
湾
を
訪
問



最新ニュースはこちらから
ご覧いただけます。
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上／カヌー体験時の安全指導を学ぶ（亘理町B&G海洋
センター）

下／ゆりあげ港朝市の視察

上／八女市星野村での研修風景。棚田の視察も
下／神楽保存会との交流も行った

国
内

■
タ
イ

訪
問
地

：

宮
城
県

　

日
程

：

5
月
12
〜
16
日

■
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　

訪
問
地

：

福
岡
県
、
長
崎
県

　

日
程

：

5
月
17
〜
26
日

ラノーン県のマングローブ林再生を通じた
社会的弱者層生計向上プロジェクト
タイ・南部ラノーン県の４つの地域を対象に、マングローブ林の
再生と住民の生計向上を目指す取り組み。主な収入を漁業に頼っ
てきたが、漁獲高が減る中、より付加価値の高い加工品やマング
ローブを活用した染め物、お茶や石けんなどの製品開発・販売に
より、安定した現金収入を目指す。また、豊かに蘇ってきたマン
グローブ林を活かし、エコツーリズムにも力を入れていく予定。

伝統的生活様式を守って生活する共同体の生活基盤
の整備と生活環境の改善、生計向上の支援事業
インドネシア・スカブミ県の山岳部で伝統的な生活様式を守って
生活をする共同体チプタグラルが活動の対象地。現金収入の獲得
手段が限られていることから、教育や医療などの基本的な社会サ
ービスを受けられず、観光客などが外部から持ち込んだゴミの問
題にも直面。適切なゴミ処理や各種農産物の生産と販売支援を通
して、彼らの生活環境改善と生計向上を目指す。

タイ インドネシア

　

外
務
省
の
日
本
N
G
O
無
償
資

金
協
力
の
支
援
を
得
て
、
タ
イ
と

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
進
む
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
取
り
組
み
と
し
て
、
訪
日

研
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

タ
イ
・
ラ
ノ
ー
ン
県
か
ら
は
、

事
業
終
了
後
の
活
動
の
自
立
を
目

指
し
、
活
動
地
の
漁
村
住
民
リ
ー

ダ
ー
や
現
地
の
専
門
家
な
ど
21
名

が
訪
日
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

訪
問
先
の
宮
城
県
名
取
市
で
は
、

「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
作
業
に
汗
を
流
し
た
ほ

か
、
㈲
M
A
R
U
T
A
、
㈱
セ
ン

シ
ン
食
品
な
ど
の
水
産
加
工
会
社

や
、
ゆ
り
あ
げ
港
朝
市
協
同
組
合

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

名
取
市
は
北
限
の
し
ら
す
産
地

と
し
て
、
そ
の
加
工
・
販
売
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
大
き
な
工
場
で

釜
茹
で
す
る
加
工
の
過
程
を
学
ん

だ
参
加
者
か
ら
は
「
鍋
で
茹
で
る

場
合
の
時
間
や
茹
で
方
を
教
え
て

ほ
し
い
」
な
ど
、
す
ぐ
に
実
践
す

る
た
め
の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
求
め
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ト

ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
現
地

で
の
活
動
紹
介
の
ほ
か
、
訪
日
研

修
で
の
学
び
を
発
表
。
マ
ン
グ
ロ

ー
ブ
由
来
の
製
品
開
発
と
販
売
を

行
う
女
性
リ
ー
ダ
ー
は
、
自
信
に

満
ち
あ
ふ
れ
た
様
子
で
製
品
を
紹

介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
村
を
離
れ

て
都
会
で
仕
事
を
し
て
い
た
と
い

う
若
者
が
、
村
に
戻
っ
て
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
い

る
と
い
っ
た
経
験
を
話
す
な
ど
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
役
で
あ
る
地

域
住
民
か
ら
の
報
告
に
重
き
を
置

い
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

視
聴
者
か
ら
は「
村
の
住
人
が
主

体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
、

生
き
生
き
と
話
す
姿
か
ら
伝
わ
っ

て
き
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
西
ジ
ャ
ワ
州

の
チ
プ
タ
グ
ラ
ル
か
ら
は
、
村
の

男
性
ら
17
名
が
来
日
し
、
福
岡
市

内
に
滞
在
し
な
が
ら
、
農
業
分
野

の
視
察
研
修
な
ど
に
参
加
し
ま
し

た
。
長
崎
の
種
苗
会
社
で
の
研
修

の
ほ
か
、
村
に
は
伝
統
的
な
演
劇

が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日

本
の
神
楽
を
保
存
す
る
団
体
と
交

流
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
で
は
棚
田
で

の
こ
め
作
り
が
盛
ん
な
こ
と
か
ら
、

似
た
景
観
を
持
つ
八
女
市
星
野
村

や
東
峰
村
、
う
き
は
市
を
訪
れ
、

ど
の
よ
う
な
形
で
観
光
振
興
が
な

さ
れ
て
い
る
か
を
視
察
し
、
現
地

に
持
ち
帰
っ
て
今
回
の
学
び
を
ど

う
共
有
し
、
現
地
で
の
活
動
へ
活

か
す
か
に
つ
い
て
の
検
討
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

20
日
に
は
西
日
本
研
修
セ
ン
タ

ー
で
活
動
報
告
会
を
開
き
、
地
元

の
方
々
を
中
心
に
現
地
で
行
わ
れ

て
い
る
本
事
業
の
紹
介
や
、
今
回

の
訪
日
研
修
の
様
子
な
ど
を
報
告

し
ま
し
た
。
熱
心
に
質
問
す
る
参

加
者
の
姿
が
各
訪
問
先
で
見
ら
れ
、

こ
の
事
業
の
持
続
的
な
発
展
に
向

け
た
よ
い
機
会
に
な
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
し
た
。

　
　

日
本
N
G
O
無
償
資
金
協
力
訪
日
研
修

タ
イ
か
ら
21
名
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
17
名
が

自
立
し
た
活
動
を
目
指
し
日
本
で
の
研
修
に
参
加

※
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
詳
細
は
下
の
囲
み
参
照
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コロナ禍でも「海の森公園」森づくり活動を実施（22年6月11日）

2015年からカンボジアの「子供の森」計画支援も開
始。現地での植林ボランティアも行った（17年8月）

スカイツリー
浅草寺、雷おこし！

成
功
に
向
け
た
応
援
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

現
在
支
部
の
活
動
は
、
旧
支

部
・
支
局
の
D
N
A
を
引
き
継
ぎ

な
が
ら
、
広
域
か
つ
都
市
型
の
支

部
と
し
て
の
新
し
い
活
動
を
模
索

し
て
い
る
状
況
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

に
加
え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
乱

な
ど
、
残
念
な
が
ら
世
界
は
先
の

見
通
し
に
く
い
時
代
に
入
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
に
お
い
て
も
、
オ

イ
ス
カ
が
60
年
に
わ
た
り
追
求
し

て
き
た
持
続
可
能
な
地
球
環
境
の

維
持
・
再
生
の
取
り
組
み
が
、
世

界
を
よ
り
良
い
方
向
に
導
く
最
良

の
道
筋
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
て
、  

活
動
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

首
都
圏
支
部
は
、
東
京
・
神
奈

川
・
千
葉
・
埼
玉
の
1
都
3
県
の

支
部
・
支
局
を
統
合
し
た
広
域
支

部
と
し
て
2
0
0
4
年
に
発
足
し

ま
し
た
。
統
合
し
た
4
つ
の
支
部
・

支
局
の
歴
史
は
古
く
、
1
9
7
5

年
に
神
奈
川
県
支
部
、
77
年
に
埼

玉
県
支
部
、
83
年
に
は
千
葉
松
戸

支
局
が
設
立
。
東
京
支
部
は
前
身

の
旧
東
京
支
局
の
82
年
発
会
を
経

て
88
年
に
支
部
と
し
て
設
立
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
活
発
な
活
動
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。

　

旧
神
奈
川
県
支
部
が
80
年
に
開

始
し
た
タ
イ
北
部
の
ス
リ
ン
県
で

の
植
林
活
動
は
、
01
年
の
第
20
次

植
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
ま
で

に
延
べ
1
2
2
0
人
が
参
加
し
、  

約
3
5
0
ha
の
緑
化
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
20
年
間
の
植
林
活
動
に

加
え
て
、
87
年
に
は
1
6
0
0
万

円
の
募
金
を
集
め
て
「
プ
ラ
サ
ー

ト
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
」
を
建
設
。

ま
た
、
横
浜
市
や
川
崎
市
な
ど
行

政
の
協
力
に
よ
り
、
中
古
の
救
急

車
、
消
防
車
各
2
台
を
寄
贈
す
る

な
ど
、
同
県
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
現
地
に
寄
り

添
っ
た
息
の
長
い
活
動
が
二
国
間

の
信
頼
関
係
に
つ
な
が
り
、
現
在

同
国
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
東

北
タ
イ
環
境
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
や
、「
北
部
タ
イ
環
境
保
全
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
の
礎
に
な
っ

た
と
い
え
ま
す
。

　

オ
イ
ス
カ
の
活
動
は
、
単
に
植

林
や
緑
化
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、

新
た
な
農
林
業
の
開
発
や
漁
業
の

復
活
な
ど
で
地
域
住
民
の
生
活
向

上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
持
続
可

能
性
を
担
保
す
る
粘
り
強
い
取
り

組
み
が
真
骨
頂
で
す
。
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
で
進
む
「
沙
漠
化
防
止
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
地
政
学
的
に

難
し
い
地
域
に
お
け
る
日
本
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
取
り
組
み
に

も
な
り
ま
す
の
で
、
支
部
と
し
て

オ
イ
ス
カ

便
り

全国の支部や支援組織を
ピックアップして紹介します

支部概要

　首都圏支部は、東京支部、神奈川県支部、埼玉県支部、千葉松戸支局の4つを統合し
て、2004年に発足しました。23年度現在の会員数は、法人会員141件、個人会員148件、
マンスリー会員34件の合計323件です。
本部と一体となって活動を推進し、国内においては「富士山の森づくり」、「海の森公園」
ボランティアなどの緑化・環境保全活動や「森のつみ木広場」などを通じたオイスカへ
の理解を広げる啓発普及活動、また海外での植林や「子供の森」計画子ども親善大使な
どとの国際交流活動、技能実習生の対応を通じた人材育成活動の一端も担っています。

本
部
と
一
体
の
活
動
を
基
本
に

オ
イ
ス
カ
活
動
の
啓
発
普
及
を
進
め
る

今回は

首都圏支部

首都圏支部　会長

湧井  敏雄
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多くの来場者で賑わうチャリティバザー会場（22年10月）

コ
ロ
ナ
禍
で
も
活
動
を
推
進

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
も
再
開

首都圏支部事務局長　藤田幸三

提供：東京都中央卸売市場

3
年
余
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
首
都
圏
支
部
の
活
動
は
大

き
な
負
の
影
響
を
受
け
、
2
0
2

0
年
度
は
ほ
と
ん
ど
の
活
動
が
ス

ト
ッ
プ
し
、
な
ん
と
も
忸
怩
た
る

思
い
で
し
た
。

21
年
度
は
、
17
〜
20
年
度
ま
で

支
部
会
長
と
し
て
活
動
を
リ
ー
ド

し
た
大
久
保
敏
治
氏
に
代
わ
り
湧

井
敏
雄
氏
が
新
会
長
に
就
任
。
こ

の
年
は
オ
イ
ス
カ
創
立
60
周
年
に

あ
た
り
、
10
月
6
日
に
東
京
・
代

々
木
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念

青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、「
オ
イ

ス
カ
60
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
が
本
部
主
催
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
世
界
課
題
の
解
決

に
風
穴
を
開
け
る
―
B
E
t
h
e

S
O
L
U
T
I
O
N
!
」。
世
界

中
で
気
候
変
動
の
影
響
と
思
わ
れ

る
大
規
模
災
害
が
頻
発
し
、
持
続

可
能
な
地
球
環
境
の
維
持
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

世
界
課
題
解
決
の
た
め
、
30
年
を

達
成
目
標
期
限
と
し
た
「
オ
イ
ス

カ
10
ヵ
年
計
画
」
を
策
定
し
、
本

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
を
活
動

の
キ
ッ
ク
オ
フ
と
し
ま
し
た
。
支

部
は
、
こ
の
10
ヵ
年
計
画
の
柱
の

事
業
と
な
る
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の

「
沙
漠
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
ス
タ
ー
ト
資
金
と
し
て
1
0
0

万
円
を
寄
附
し
、
引
き
続
き
支
援

活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　

毎
年
春
と
秋
の
年
2
回
開
催
し

て
き
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
は
、

売
上
金
が
「
子
供
の
森
」
計
画
や

国
際
協
力
活
動
の
貴
重
な
支
援
財

源
と
な
り
ま
す
。
バ
ザ
ー
品
は
、

オ
イ
ス
カ
国
際
活
動
促
進
国
会
議

員
連
盟
所
属
の
議
員
有
志
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
多

く
の
法
人
・
個
人
の
皆
さ
ま
が
会

員
と
な
っ
て
い
る
豊
洲
市
場
青
果

連
合
事
業
協
会
の
ご
支
援
で
新
鮮

な
野
菜
、
果
物
な
ど
も
盛
り
だ
く

さ
ん
。
21
年
に
コ
ロ
ナ
禍
の
合
間

を
縫
っ
て
2
年
ぶ
り
に
再
開
し
、

翌
年
も
10
月
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
年
1
回

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
売
上

金
は
、
21
年
は
23
万
3
4
5
8
円
、

22
年
に
は
31
万
3
9
4
1
円
と
な

り
ま
し
た
。
会
員
や
地
元
の
皆
さ

ん
と
の
絆
を
つ
な
ぎ
、
オ
イ
ス
カ

活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
機
会
と
位
置
付
け
て
、
こ
れ
か

ら
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

今
年
度
は
、「
富
士
山
の
森
づ
く

り
」
活
動
、「
海
の
森
公
園
」
樹
林

育
成
・
保
全
作
業
な
ど
の
森
づ
く

り
活
動
も
再
開
し
て
、
支
部
活
動

を
活
性
化
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

近
況

R
E
P
O
R
T

おらが

自慢！
豊洲市場の
絶品グルメを
堪能してみて！

　東京のたくさんの名所の中で、今回

ご紹介するのは「豊洲市場」です。  

2018年10月に築地から移転し、世界

最大級（旧築地市場の約2倍）の鮮魚・

　　　海産物類、果物・野菜などの青

　　　　果類の卸売り市場となりまし

　　　　た。水産卸売場（7街区）、水

　　　産仲卸売場（6街区）、青果（5街

区）の3つの市場棟から構成され、一

般や観光客にも一部を公開しています。

　営業時間は月曜から土曜（祝日、休

市日を除く)の午前5時から午後3時。

各棟のギャラリーウインドウからは、   

魚介類や青果類の卸売り場が見渡せま

す。早起きすれば、「見学者デッキ」

から迫力あるマグロの競りの模様を間

近で見ることができます。

　お買い物目的であれば、水産仲卸売

場棟の「魚がし横丁」がおすすめ。プ

ロ御用達の大商店街で、約70店舗が

軒を連ねています。また、新鮮な魚介

類のお得な絶品グルメも堪能できます。

来年2月には新たな「千客万来施設

（仮称）」がオープン予定。江戸の街並

みを模した商業施設と温泉施設・ホテ

ル棟の建設が進んでいます。ますます

の魅力アップが楽しみです。

東京の台所「豊洲市場」に行ってみて！
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昨
年
度
、
オ
イ
ス
カ
に
新
た
な
部
署
が

誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
名
称
はGlobal Sus-

tainability M
ission

。
通
常
は
略
し
て
G

S
M
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
に
も
使
わ

れ
て
い
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
や
「
サ
ス
テ  

ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
と
い
っ
た
言
葉
は
、
近
年
、

オ
イ
ス
カ
を
会
員
と
し
て
支
え
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
企
業
で
も
、
担
当
部
署
の
改
編

や
名
称
変
更
時
に
使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、「
地
球
環
境

室
」「
社
会
貢
献
室
」「
C
S
R
推
進
部
」
な

ど
が
、「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
室
」「
グ

ロ
ー
バ
ル
経
営
企
画
室
」
な
ど
に
変
更
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

国
連
が
掲
げ
る
、
世
界
共
通
の
目
標
で

あ
る
S
D
G
ｓ（Sustainable Develop-

m
ent Goals

）＝
持
続
可
能
な
開
発
目
標

へ
の
取
り
組
み
が
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
左

右
す
る
近
年
、「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
を

掲
げ
る
こ
と
は
自
然
な
流
れ
と
い
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

昨
今
、
企
業
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
で
急

増
し
て
い
る
の
が
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ

ト
や
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
関
す
る
も

の
。
日
本
政
府
が
掲
げ
た
「
2
0
5
0
年

ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
全
体
と

し
て
ゼ
ロ
に
す
る
」
と
の
目
標
を
受
け
、  

海
外
で
の
大
規
模
植
林
な
ど
を
支
援
す
る

こ
と
で
、
自
社
で
排
出
す
る
CO2
を
、
植
林

地
で
吸
収
さ
れ
る
CO2
で
相
殺
し
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
は
、
土
中
に
も
多

く
の
CO2
を
吸
収
固
定
し
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
お
り
、
森
全
体
と
し
て
捉
え
た
場

合
、
ほ
か
の
樹
種
の
森
以
上
の
CO2
を
吸
収

す
る
力
が
あ
る
こ
と
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
オ
イ
ス
カ
の
現
場
で
は
、
カ
ー

ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
導
入
事
例
は
ま
だ
あ

り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の

は
、
CO2
の
吸
収
固
定
量
を
算
出
す
る
の
が

困
難
だ
と
い
う
点
で
す
。
日
本
の
山
に
多

く
植
え
ら
れ
て
い
る
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
と
は

持
続
可
能
性
を
求
め
て

脱
酸
素
へ
向
け
た
動
き

企業の社会貢献が向かう先
〔TOPIC〕

オイスカの国際協力活動は、草創期からさまざまな方々の支援で進められてきました。
企業による支援は時に、新規プロジェクトの立ち上げや大規模な植林プロジェクトなど
を進める上で欠かすことのできない大きな力となっていますが、
一方で、企業側のニーズの変化も激しく、その対応の難しさに直面することも。
昨今の企業の社会貢献の動向を紹介するとともに、これからの新しい協働の形を探ります。

大規模植林の中でもマングローブ植林は人気が高い（フィリピン）

上段には世の中の動きと
企業の社会貢献の流れを、
下段では当時のオイスカ
の活動を紹介

30年の動き
企業の社会貢献

19902000

1992年
地球サミット開催
ブラジルのリオ・デ・ジャネイロで開
かれた「環境と開発に関する国際連
合会議」を契機に地球環境問題を
考え、行動する機運が高まった。

オイスカも地球サミットに参加し、前
年、創立30周年を機にスタートした
「子供の森」計画の重要性について
発信。翌年、地球サミット賞を受賞。

関西研修センターを拠点に震災ボ
ランティアを募り、炊き出しなどの支
援を行った。また、労働組合を中心
に、「顔の見える支援」を求める声が
高まり、海外への植林ボランティア
派遣の熱が高まりを見せる。

90年代に広がった企業や団体の海
外ボランティア派遣が下火に。より
近い現場での体験活動を求める声
が高まり始める。

1995年
阪神淡路大震災
被災地でボランティア活動に参加す
る人が増え、「ボランティア元年」と
呼ばれるように。

2003年
CSR経営の広がり
経済同友会が企業白書で「社会的
責任経営」の実践を提唱。2000年
代に企業の不祥事が続いたことも
背景となり、「企業の社会的責任」と
しての社会貢献が広がった。

～オイスカはどう協働できるのか？～
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コロナ禍からスタートした農業ボランティアは
今も続いている

2020

違
い
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
場
合
は
国
や
地

域
の
樹
種
ご
と
の
、
吸
収
量
の
算
定
に
必

要
な
係
数
が
ほ
と
ん
ど
算
出
さ
れ
て
い
な

い
の
が
実
情
で
す
。
係
数
を
調
べ
る
た
め

に
は
、
サ
ン
プ
ル
と
な
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

を
掘
り
起
こ
し
て
計
測
す
る
必
要
が
あ
り
、

莫
大
な
手
間
と
経
費
が
か
か
り
ま
す
。
ま

た
、
過
去
に
測
定
さ
れ
た
事
例
か
ら
分
か

る
の
は
、
場
所
に
よ
っ
て
吸
収
量
に
ば
ら

つ
き
が
見
ら
れ
る
た
め
、
正
確
な
数
値
を

出
す
に
は
、
植
林
間
隔
と
本
数
、
生
存
率

な
ど
の
測
定
、
さ
ら
に
は
今
後
吸
収
す
る

CO2
量
も
含
め
た
予
測
を
立
て
る
必
要
が
あ

り
、
か
な
り
難
し
い
と
い
う
こ
と
。

　

も
う
一
つ
は
、
貧
困
に
直
面
し
た
地
域
、

森
林
劣
化
に
よ
り
自
然
災
害
の
被
害
が
増

え
て
い
る
地
域
な
ど
で
進
め
ら
れ
て
い
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
多
く
、
そ
う
し
た
活
動

地
に
お
い
て
は
、
住
民
か
ら
の
ニ
ー
ズ
と

し
て
、
CO2
の
吸
収
固
定
が
挙
が
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
点
。
オ
イ
ス
カ
で

は
、
住
民
自
身
が
植
林
を
し
、
そ
の
森
に

よ
っ
て
生
活
が
豊
か
に
な
り
、
地
域
全
体

が
災
害
の
脅
威
か
ら
守
ら
れ
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
の
で
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
カ
ー
ボ
ン
オ

フ
セ
ッ
ト
を
一
番
の
目
的
に
据
え
て
は
い

な
く
て
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
新
た

な
植
林
や
森
の
保
全
に
よ
り
CO2
の
吸
収
固

定
は
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
量
が
簡
単
に

算
出
で
き
る
よ
う
な
手
法
が
確
立
さ
れ
た

ら
、
オ
イ
ス
カ
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
計
画
が
立
案
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
貢
献

活
動
に
新
し
い
動
き
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

オ
イ
ス
カ
で
も
海
外
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
は
も
ち
ろ
ん
、
国
内
で
の
森
づ
く
り

体
験
活
動
な
ど
の
多
く
が
中
止
と
な
り
、  

社
員
や
従
業
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の

機
会
を
設
け
て
き
た
企
業
で
は
、
現
場
に

足
を
運
ば
な
く
て
も
で
き
る
支
援
の
形
を

模
索
し
た
り
、
在
宅
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

で
き
る
活
動
を
求
め
る
声
が
聞
か
れ
た
り

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

社
員
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
し
た
「
森

の
つ
み
木
広
場
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
た
り
、
つ
み
木
製
作
の
最
後
の
工
程
と

な
る
磨
き
（
紙
や
す
り
で
滑
ら
か
な
状
態

に
仕
上
げ
る
）
を
体
験
し
て
も
ら
っ
た
り

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
な
が
ら
活
動

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
戻
り
つ
つ
あ
る
現
在
も
、

在
宅
で
で
き
る
活
動
へ
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、

べ
ル
マ
ー
ク
の
集
計
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
継

続
し
て
い
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
国
内
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
研
修

生
の
受
け
入
れ
が
で
き
な
か
っ
た
期
間
、  

農
場
管
理
な
ど
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
、
個
人
参
加
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く

の
企
業
か
ら
も
社
員
や
従
業
員
の
皆
さ
ん

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

企
業
の
社
会
貢
献
活
動
は
、
世
の
中
の

変
遷
と
と
も
に
多
様
化
し
て
お
り
、
最
近

で
は
国
内
の
子
ど
も
の
貧
困
や
ネ
イ
チ
ャ

ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
前
面
に
出
し
た
活
動
へ

の
支
援
を
希
望
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
オ
イ
ス
カ
は
国
内
外
の

現
場
で
、
老
若
男
女
を
対
象
と
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、

必
ず
し
も
合
致
す
る
活
動
が
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
受
益

者
と
な
る
人
々
の
ニ
ー
ズ
を
優
先
し
な
が

ら
も
、
支
援
側
の
ニ
ー
ズ
も
汲
み
取
り
、  

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
努
力
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
は
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
の
対
話
を
重
ね
る
こ
と
。
コ
ロ

ナ
禍
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
や
り
取
り
が

主
流
と
な
り
ま
し
た
が
、
移
動
制
限
が
な

く
な
っ
た
今
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
の
視
察

や
活
動
を
担
う
住
民
と
の
交
流
な
ど
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め

た
先
に
、
よ
り
よ
い
形
で
の
社
会
貢
献
活

動
を
実
現
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
と
社
会
貢
献

企
業
の
社
会
貢
献
の
こ
れ
か
ら

2010

SDGsは、オイスカが創立以来取り組
んできた内容と多くが合致しており、
「あえて掲げなくてもよいのでは」との
声もあったが、2021年の創立60周年
を機に打ち出した2030年までの10ヵ
年計画を、SDGsの目標期限と重ねて、
その達成に貢献する内容とした。

2015年
SDGｓが国連総会で採択
2016年から2030年までの15年間で
達成すべき目標が示され、SDGsと経
営を結び付ける取り組みがスタート。

2020年
首相が脱炭素社会の実現を宣言
「2050年までに、温室効果ガスの排出を
全体としてゼロにする」との宣言を受け、
経済産業省は関係省庁と連携し、「2050
年カーボンニュートラルに伴うグリーン
成長戦略」を策定

COP15で、ネイチャーポジティブの考え方が取り
入れられた「昆明宣言」が発表された。翌年採択
された「昆明・モントリオール生物多様性枠組」で
は、2030年までに生物多様性の観点から、陸と海
の30％を保全する目標30by30も定められた。

カーボンニュートラル、カーボンクレジッ
トに関する企業からの問い合わせが急
増。オイスカのプロジェクトの目指すも
のをこれまで以上に丁寧に説明。

2010年に生物多様性条約事務局と締結した協
約を更新しながら、グリーンウェイブ活動などを
進めてきた。

2021年
ネイチャーポジティブに注目
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右／日本語指導の高木満子先生とゆずり葉会、地元の方と記念撮影

左／月に一度の交流会「ふれあいサロン」に参加。マレーシアの技能
実習生と3人で民族衣装を着て歌を披露した

メキシヴェリン・エルヴィア・ビンティ・
マロシン（愛称：メキシ）

関西研修センター　研修生（家政）

日本人との
会話が一番
楽しいです！

日
本
人
と
の
交
流
を
通
じ
て

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
！

今月のこの人
　

大
阪
の
北
部
に
位
置
す
る
関
西
研
修
セ

ン
タ
ー
は
、
自
然
豊
か
な
山
間
に
あ
り
、  

1
9
8
3
年
の
開
所
以
来
、
豊
能
町
か
ら

無
償
で
借
り
受
け
て
い
る
旧
吉
川
中
学
校

を
活
用
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
現
在
は

技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
を
中
心
に
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
か
ら
は
マ

レ
ー
シ
ア
か
ら
家
政
研
修
生
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
な
ど
と
の
交
流
も
さ
か
ん
に
行
わ
れ

て
い
る
同
セ
ン
タ
ー
で
、
充
実
し
た
日
々

を
送
る
メ
キ
シ
さ
ん
に
、
日
本
で
の
生
活

に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

―
訪
日
研
修
生
と
な
っ
た
経
緯
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い

　

私
は
2
0
1
8
年
7
月
に
マ
レ
ー
シ
ア

の
サ
バ
州
に
あ
る
K
P
D
／
オ
イ
ス
カ
青

年
研
修
セ
ン
タ
ー
の
研
修
生
と
な
り
、  
19

年
か
ら
22
年
ま
で
養
鶏
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

働
き
ま
し
た
。
以
前
か
ら
テ
レ
ビ
や You

Tube 

な
ど
で
日
本
を
紹
介
す
る
映
像
を

見
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、  

ぜ
ひ
日
本
で
さ
ま
ざ
ま
な
知

識
や
経
験
を
得
な
が
ら
、
文

化
や
生
活
に
つ
い
て
も
学
び

を
深
め
た
い
と
、
コ
ロ
ナ
禍

も
落
ち
着
き
、
渡
航
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ

で
訪
日
研
修
を
希
望
し
ま
し
た
。

　

初
め
は
、
サ
バ
の
セ
ン
タ
ー
で
養
鶏
に

携
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
農
業
研
修
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
、  

将
来
母
国
で
パ
ン
屋
を
開
き
た
い
と
い
う

目
標
も
持
っ
て
い
た
の
で
、
セ
ン
タ
ー
の

先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
昨
年
5

月
か
ら
家
政
研
修
生
と
し
て
、
関
西
研
修

セ
ン
タ
ー
で
学
ぶ
機
会
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

―
日
本
の
セ
ン
タ
ー
で
の
生
活
は
ど
う

で
す
か

　

関
西
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
主
に
日
本

の
料
理
や
お
菓
子
の
作
り
方
を
学
ん
で
い

ま
す
。
特
に
朝
食
は
私
が
献
立
か
ら
担
当

を
し
て
い
て
、
必
要
な
材
料
を
考
え
て
、  

家
政
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
清
水
す

み
か
先
生
と
一
緒
に
買
い
出
し
に
も
行
っ

て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
近
く
に
は
「
妙

見
山
」
と
い
う
登
山
客
も
よ
く
訪
れ
る
山

が
あ
り
、
春
は
桜
を
、
秋
に
は
紅
葉
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
買
い
物
な
ど
で
外

出
す
る
際
に
、
日
本
の
四
季
を
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
良
い

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
す
み
か
先
生
を
は
じ

め
、
セ
ン
タ
ー
の
先
生
方
が
皆
さ
ん
親
切

で
優
し
い
で
す
。
皆
が
家
族

み
た
い
で
、
私
は
セ
ン
タ
ー

の
清
水
利
春
所
長
を
「
お
と

う
さ
ん
」
と
呼
び
、
お
と
う

さ
ん
が
買
っ
て
き
て
く
れ
る

果
物
を
毎
朝
食
べ
て
い
ま
す
。

日
本
の
ス
イ
カ
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
も
の
よ

り
甘
く
て
お
い
し
い
の
で
、
夏
に
一
緒
に

食
べ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　

ま
た
、
先
生
方
は
家
政
や
日
本
語
を
教

え
て
く
だ
さ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で

福
岡
県
や
兵
庫
県
の
淡
路
島
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
も
し
機
会
が
あ
れ
ば
、
北
海
道
に
行

っ
て
、
ス
キ
ー
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
で

す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
年
冬
に
ス
キ
ー
に

行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
私
は
昨
冬
、  

大
阪
マ
ラ
ソ
ン
の
練
習
で
行
け
な
か
っ
た

の
で
、
今
年
は
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

―
新
し
い
こ
と
に
た
く
さ
ん
挑
戦
し
て

い
ま
す
ね

　

日
本
人
と
た
く
さ
ん
話
し
た
り
交
流
を

し
て
、
新
し
い
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た

り
、
体
験
す
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
い
で

す
。
毎
週
水
曜
日
に
は
、
オ
イ
ス
カ
の
会

員
さ
ん
で
組
織
さ
れ
た
〝
ゆ
ず
り
葉
会
〞

牛乳パック
で

びっくり箱
を

作りました
！
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オイスカ関西
研修センター　所長

清水  利春

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
卓
球
を
し
ま
す
。
ご

高
齢
の
方
が
多
い
で
す
が
、
と
て
も
上
手

で
、
私
は
ま
だ
勝
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
休
憩
時
間
に
お
や
つ
を
食
べ
な
が
ら
、

日
本
の
文
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教

え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
編
み
物

も
教
え
て
い
た
だ
き
、
少
し
ず
つ
練
習
し

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
今
年
の
1
月
に
能
勢
高
校

（
大
阪
府
立
豊
中
高
等
学
校
能
勢
分
校
）

の
高
校
生
た
ち
と
交
流
を
し
た
こ
と
も
、

と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時

は
、
日
本
語
と
英
語
を
使
っ
て
、
マ
レ
ー

シ
ア
の
有
名
な
場
所
や
食
べ
物
に
つ
い
て

話
し
ま
し
た
。
学
生
さ
ん
と
の
交
流
は
こ

の
時
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
す
が
、
私
の

拙
い
日
本
語
で
も
よ
く
聞
い
て
く
れ
て
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
来
日
し
た
て
の
こ
ろ
は
、

日
本
語
が
難
し
く
て
う
ま
く
言
葉
が
出
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
は
た
く
さ
ん
話
す
こ

と
が
で
き
る
の
が
一
番
嬉
し
い
で
す
。

　

残
り
の
研
修
で
は
、
帰
国
後
パ
ン
屋
を

開
く
た
め
に
、
パ
ン
作
り
も
勉
強
し
て
い

く
ほ
か
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
日
本
人

と
交
流
を
し
て
、
新
し
い
こ
と
を
知
っ
た

り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き

た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
！

マ
レ
ー
シ
ア
サ
バ
州
出
身
。
1
9
9
9
年
生
ま
れ
。

4
姉
妹
の
次
女
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
とTikTok

が

大
好
き
。
努
力
家
で
明
る
く
誰
と
で
も
す
ぐ
に
仲
良

く
な
れ
る
性
格
で
、
関
西
研
修
セ
ン
タ
ー
の
末
っ
子

と
し
て
皆
の
マ
ス
コ
ッ
ト
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

メ
キ
シ
ヴ
ェ
リ
ン
・
エ
ル
ヴ
ィ
ア
・
ビ
ン
テ
ィ
・

マ
ロ
シ
ン

センター所長からひとこと

とある日の

メキシさんの1日

06：30 朝食の準備
自分で考えた献立で朝ごはんを作ります。

07：30 朝食
じゃがいもの入ったお味噌汁がおいしいと
先生方にも好評です。

15：00 畑作業
センターの畑ではじゃがいもやたまねぎなど
さまざまな野菜を栽培しています。

20：45 点呼
基礎研修中の技能実習生と一緒に点呼。

今日も一日頑張りました！

16：00 夕食の準備・夕食
18時の夕食に合わせて準備を開始。
センターで採れた野菜も使います。

12：00 昼食
昼食の少し前から食堂に入り、
昼食の準備も手伝います。

09：00 日本語の勉強
目指せＮ３合格！

13：00 卓球
いつもは勉強の時間です
が、水曜日はゆずり葉会
の方々とピンポンに汗を
流します

汗をかいて
リフレッシュ！

18：30 お風呂・自由時間
最近は編み物に挑戦中。
上手にできました！

メキシは、いつも笑顔で明るく礼儀正
しい、関西研修センターのアイドルです。
今年の５月で来日して１年になり、現在
N3レベルの日本語能力試験に向けて勉
強に励んでいます。N4に至っては、来
日して２ヵ月でオールA判定の好成績で
合格しており、とても優秀です。
　また努力家で、何にでも積極的に取り
組んでいます。最近は編み物をしていて、

水筒入れを見せてくれました。悪戦苦闘しながらも、地元の
方々やスタッフに聞きながら一生懸命に作っていました。
　料理もかなり上達しています。野菜が嫌いで、母国では食
べなかったそうですが、今ではほとんどの野菜を食べるよう
になりました。新しいことに挑戦する姿勢には、目を見張る
ものがあります。
　「はい！　おとうさん！」という彼女の元気な返事は、こ
ちらまで元気になるようなパワーがあります。太陽のように
明るい性格で、こちらもつい笑顔になってしまいます。機会
があれば、笑顔がかわいくパワフルなメキシに会いに、ぜひ
関西センターに来て下さい。

日々の勉強も頑張ります
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SQUARE
OISCA

歴
史
さ
ん
ぽ

オ
イ
ス
カ

今
は
オ
ン
ラ
イ
ン
が
主
流
！？

子
ど
も
た
ち
の
交
流
今
昔2023年

1978年

　「写真の威力はすごい！ 記憶力のな
さは天下一品の私が当時のことを思い
出した」と言いながら、この写真が
1978年にインドネシアのボゴール県で
撮影されたものであることを教えてく
れたのは、撮影当時現地に駐在してい
たスタッフでした。さらには、当時の
開発団長（現在の駐在代表）が、帰国
時に富山県の小学校から預かった絵画
などを現地の学校に渡したいと考えて
いたところ、お世話になっていた写真
屋さんが小学校を紹介してくれて絵画
交流が実現し、その写真屋さんの名前
が「ヘルマンさん」だったとの記憶も
見事に蘇ったのだそう。
　当時は、こうした物や手紙などを通

した交流も珍しかったはずですが、「子
供の森」計画が1991年に始まると、日
本からのボランティア派遣や現地から
の親善大使受け入れなどで、日本と海
外の子どもたちが直接触れ合う機会も
増えました。そんな中、コロナ禍で人
の往来が途絶えた結果、今ではオンラ
インによる交流が盛んになっています。
オンラインは渡航費もかからず、  気
軽に交流できるのがメリットである一
方、やはり直接顔を合わせる体験を求
める声も上がっています。
　今年度は「子供の森」計画子ども親
善大使の招へい事業が再開されます。  
オンラインでは味わえない交流体験が
各地で実施できますように！

写
真
か
ら
伝
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
に

フ
ォ
ー
カ
ス
！

日本から送られた習字、
絵画作品をクラスごと
に掲示。食い入るよう
に眺めるインドネシア
の子どもたち

モンゴルと日本の
学校をオンライン
でつないでの交流
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購入したパイナップ
ルが酸っぱく、ジャム
にしてケーキに入れ
ました。酸っぱかった
パイナップルが大変
身して本当においし
かったです。

出展：allbirds公式HP

OISCA

レストラン

先生と一緒に
いつも楽しく
作っています！

私は“ツリーブリーザー”を愛用しています！

OISCA
お！ススメ

国内外のオイスカスタッフから、さまざまなジャンルの
「オススメ」をご紹介します！

allbirds（オールバーズ）のシューズ
公式HP：https://www.allbirds.jp/

　オールバーズは、2016年創業サンフランシスコ発のシューズブランド
です。軽量で足にフィットし、長時間歩いても疲れにくいのが特長で、
内側に通気性の良いメリノウールが使われています。リサイクルされた
ポリエステルやユーカリを使用し、持続可能な資源の再利用にも貢献し
ている地球にやさしい靴です。多彩なデザインの中から好みに合った一
足を見つけて、快適な歩行体験をしてみませんか。

　関西研修センターでは、時折おいしい手作りお菓子が振る舞われることがあります。
研修生のメキシ（本誌P10-11で紹介）が、家政を指導するスタッフと共に作るお菓
子は見た目もかわいらしく、同センターで基礎研修に励む技能実習生や業務に勤しむ
スタッフたちの心を和ませます。
　バレンタインデーに作ったドーナツとブラウニーは、かわいくトッピングしてモン
スタードーナツに。イチゴやブルーベリーのジャムがたくさん余ってしまったときは、
カップケーキに使ってさらにおいしく。最近では、センターで育てたかぼちゃを使っ
たパウンドケーキが、センターの会員組織である「ゆずり葉会」の方々にも大好評で
した。
　家政研修とは別に、研修と業務の合間を縫ってこれらのお菓子を作っていますが、  
今後もセンターの野菜を使ったお菓子やケーキ、パン作りにもどんどん挑戦していく
予定です。これからどんな新作が生まれるのか、センター皆の楽しみになっています。

センターの手作りお菓子
見た目もかわいく！工夫次第でもっとおいしく！

SH
O
ES

（四国研修センターS）
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2023オイスカ夏募金（募集期間：6月15日～8月20日）

透
き
通
る
青
い
空
、

初
夏
の
日
差
し
に
輝
く
田
ん
ぼ
に
行
儀
よ
く
並
ん
だ
苗
、

あ
た
り
ま
え
に
広
が
る
美
し
い
景
色
。

子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
、

見
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

日
本
の
平
均
気
温
は
1
0
0
年
で
1.3
℃
上
が
り
、

さ
ら
に
上
が
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
豪
雨
災
害
や
猛
暑
日
、

森
林
火
災
も
さ
ら
に
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。

今
の
あ
た
り
ま
え
が
、

こ
の
先
も
あ
り
続
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

オ
イ
ス
カ
は
、
地
球
規
模
の
課
題
に
向
き
合
い
、

「
住
み
続
け
ら
れ
る
未
来
」
を
目
指
し
ま
す
。

〜
住
み
続
け
ら
れ
る
未
来
〜

こ
の
あ
た
り
ま
え
を
、

ず
っ
と
。

タ
イ
・
ラ
ノ
ー
ン
県
の

エ
ビ
み
そ「
カ
ピ
」

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

https://oisca.org/

　
　
　
　
　

natsubokin2023/

オイスカとのパートナーシップでさまざまな社会課題解決を目指すビジネスパーソンにインタビュー

実習生とのつながりを広げ、地域に貢献したい
秋田ダイハツ販売株式会社 取締役（営業本部長兼店舗営業部長）　理事　平良木繁美

ダイハツの自動車販売会社として、秋田県内に11店舗を構え、新車・中古車販
売を行うほか、自動車の点検や整備などのサービスを提供。ダイハツグループ
として、サービスエンジニアの育成を目指し、モータリゼーションが進むイン
ドネシアやマレーシアからの技能実習生を受け入れている。

【会社概要】

ひららぎ

夏
募
金
専
用

サ
イ
ト
は
こ
ち
ら
！

―技能実習生の受け入れを通じてどのような社会課題の解決に
取り組んでいますか
　秋田県は全国でも人口減少率が最も高く、地域の活性化は私た
ちが取り組むべき大きな課題です。初めての実習生を受け入れた
日、彼らがその一翼を担う存在になるのではないかと感じる出来
事がありました。実習生到着日、それまで少なかった雪がまとま
って降り出し、最初の実習がお客さま用の駐車場の雪かきになっ
てしまいました。暑い国から来た彼らが、いきなり寒い中で大変
な作業をしたら、秋田を嫌いになるのではないかと不安になりま
した。しかし初めて雪を見る珍しさもあり、楽しみながら取り組
み、駐車スペースができたことを喜んでいました。雪かきは嫌な
作業だという私の固定概念が崩された出来事でした。私たちの凝
り固まった考えを実習生が壊してくれることで、お客さまにもよ
い影響が伝わり、地域の活性化や郷土への自信を取り戻すきっか

けになることを期待しています。
―今後の展望をお聞かせください。
　業界としては、電気自動車の急激な普及で、大きな変革期を迎
えており、不安もあります。ただ、人と人とのつながり、技術の
伝承の重要性はどんな時代も変わらないはずです。社内では、実
習生を受け入れたことで、社員が丁寧なコミュニケーションをと
るようになるなど、良い影響も出てきています。今後も実習生の
受け入れを継続し、彼らとのつながりを増やして、地域の活性化、
また彼らの故郷の発展に貢献していきたいです。

Business Based Solution! Vol.6

2
0
2
3
オ
イ
ス
カ
夏
募
金

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　

現
在
、
2
0
2
3
オ
イ
ス
カ
夏
募

金
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
澄
み
渡
る

空
、
日
差
し
を
受
け
て
輝
く
田
ん
ぼ
、

遠
く
に
連
な
る
青
い
稜
線
。
私
た
ち

が
日
々
あ
た
り
ま
え
に
目
に
し
て
い

る
景
色
も
、
洪
水
、
干
ば
つ
、
海
面

上
昇
、
森
林
火
災
な
ど
気
候
変
動
に

よ
る
自
然
災
害
の
激
化
や
環
境
の
変

化
で
、
い
ず
れ
あ
た
り
ま
え
で
は
な

く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

オ
イ
ス
カ
は
こ
う
し
た
地
球
規
模

の
課
題
に
向
き
合
い
、
有
機
農
業
や

森
づ
く
り
、
環
境
保
全
活
動
な
ど
自

然
と
と
も
に
歩
む
地
域
に
根
ざ
し
た

活
動
を
通
し
て
「
住
み
続
け
ら
れ
る

未
来
」
を
実
現
し
ま
す
。

　

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
、
こ
の
先

も
ず
っ
と
「
あ
た
り
ま
え
」
を
残
し

て
い
く
た
め
に
、
夏
募
金
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
期
間　

8
月
20
日（
日
）ま
で

■
使
途　
オ
イ
ス
カ
の
公
益
事
業
全
般

　

本
誌
5
ペ
ー
ジ
で
報
告
し
た
タ

イ
・
ラ
ノ
ー
ン
県
で
進
む
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
、
品
質
改
善
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ

デ
ザ
イ
ン
の
改
良
に
取
り
組
ん
で
き

た
エ
ビ
み
そ
「
カ
ピ
」
を
3
名
の
方

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

ア
ミ
エ
ビ
を
使
っ
た
、
タ
イ
で
は

な
じ
み
の
あ
る
ペ
ー
ス
ト
状
の
調
味

料
で
す
。
塩
漬
け
の
オ
キ
ア
ミ
を
発

酵
さ
せ
た
も
の
だ
と
聞
く
と
癖
が
あ

り
そ
う
な
印
象
を
持
た
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
料
理

に
な
じ
み
、
と
て
も
重
宝
し
ま
す
。

■
応
募
方
法
／
は
が
き
か
メ
ー
ル
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
今
号
の

感
想
、「
7
月
号
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

を
明
記
の
上
、
左
の
宛
先
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。
７
月
末
日
締
切
り
で

す
。

〒
1
6
8
‐
0
0
6
3

東
京
都
杉
並
区
和
泉
2
‐
17
‐
5

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ

「
O
I
S
C
A
」
編
集
部

E-m
ail

oisca@
oisca.org

チャーハンなどの
味付けにも！
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ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

寄
附

新
会
員
の
紹
介

新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
方
は
次
の
通

り
。（
2
0
2
3
年
3
月
1
日
〜
4
月
30

日
ま
で
の
間
、本
部
登
録
済
分
。順
不
同
、

敬
称
略
）

■
特
別
法
人

【
静
岡
県
】株
式
会
社
ナ
ナ
ミ【
大
阪
府
】

安
治
川
鉄
工
株
式
会
社【
福
岡
県
】有
限

会
社
大
倉
織
物

■
維
持
法
人

【
東
京
都
】株
式
会
社
エ
ナ
リ
ス
／
ロ
ク

シ
タ
ン
ジ
ャ
ポ
ン
株
式
会
社【
愛
知
県
】

株
式
会
社
ト
ラ
ン
ソ
ニ
ッ
ク
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア【
福
岡
県
】株
式
会
社
平
和
送
電

■
維
持
個
人

【
福
島
県
】新
田
孔
一【
静
岡
県
】陳
秀
玉

【
愛
知
県
】林
文
夫
／
神
野
悦
太
郎
／
小

木
曽
優
子
／
千
田
一
光
／
木
村
達
司
／

松
岡
篤
彦
／
蟹
江
隆
司
／
山
下
清
志
／

都
築
光
哉
／
甲
原
寛
士
／
野
村
信
義
／

伊
藤
昌
悟【
香
川
県
】川
西
勉
／
佐
伯
勇

人
／
山
田
正
芳
／
池
田
豊
人【
福
岡
県
】

吉
田
彬
／
税
理
士
法
人
T
A
パ
ー
ト
ナ

ー
ズ
／
小
島
健
一

2
0
2
3
年
3
月
1
日
〜
4
月
30
日
ま

で
に
い
た
だ
い
た
寄
附
は
次
の
通
り
。  

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

●
C
O
S
M
O
エ
コ
基
金
／
フ
ィ
リ
ピ

ン
中
部
ル
ソ
ン
自
然
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
熱
帯
雨

林
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
合
わ
せ
て

6
7
2
万
8
7
4
円

●
新
倉
和
歌
子（
東
京
都
）／
東
テ
ィ
モ

ー
ル
研
修
生
受
け
入
れ
に
2
0
0
万
円

●
C
K
D
株
式
会
社
／
海
外
開
発
協
力

事
業
と「
子
供
の
森
」計
画
と「
海
岸
林

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
合
わ
せ
て

3
0
0
万
円

●
株
式
会
社
九
電
工
／
西
日
本
研
修
セ

ン
タ
ー
ワ
ン
コ
イ
ン
・
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
じ
て
人
材
育
成
事
業
に

1
4
3
万
3
0
0
0
円

●
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
株
式
会
社
／
オ
イ

ス
カ
の
活
動
に
1
0
0
万
円

●
一
般
社
団
法
人
北
海
道
C
G
C
み
ど

り
と
こ
こ
ろ
の
基
金
／
啓
発
普
及
事
業

に
80
万
円

●
オ
イ
ス
カ
国
際
活
動
促
進
福
岡
県
議

会
議
員
連
盟
／
人
材
育
成
事
業
に
70
万

円●
K
D
D
I
株
式
会
社「
キ
ボ
ウ
の
カ

ケ
ハ
シ
」／
富
士
山
の
森
づ
く
り
に
53

万
5
4
0
0
円

●
鈴
健
興
業
株
式
会
社
／
富
士
山
の
森

づ
く
り
に
50
万
円

●
前
田
建
設
工
業
株
式
会
社
／「
子
供

の
森
」計
画
に
50
万
円

●
エ
イ
・
ワ
ン
少
額
短
期
保
険
株
式
会

社
／
海
外
開
発
協
力
事
業
に
47
万
3
7

3
0
円

●
オ
イ
ス
カ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
実
行

委
員
会（
福
岡
県
）／
人
材
育
成
事
業
に

34
万
2
8
5
0
円

●
三
菱
自
動
車
工
業
株
式
会
社
／「
パ

ジ
ェ
ロ
の
森
活
動
」と「
子
供
の
森
」計

画
に
合
わ
せ
て
42
万
円

●
東
北
電
力
労
働
組
合
／「
海
岸
林
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
40
万
円

●
株
式
会
社
長
門
屋
商
店
／「
子
供
の

森
」計
画
に
38
万
8
8
2
9
円

●
株
式
会
社
静
岡
銀
行
／
啓
発
普
及
事

業
に
34
万
4
4
0
8
円

●
オ
イ
ス
カ
中
華
民
国
総
会
／
人
材
育

成
事
業
に
33
万
円

●
仙
台
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社
／「
海

岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
31
万

8
7
7
0
円

●
東
芝
労
働
組
合
府
中
支
部
／「
子
供

の
森
」計
画
に
30
万
円

●
吉
田
仁（
大
阪
府
）／
オ
イ
ス
カ
の
活

動
に
30
万
円

●
オ
イ
ス
カ
坂
出
推
進
協
議
会
／
啓
発

普
及
事
業
に
30
万
円

●
住
友
化
学
労
働
組
合
／「
海
岸
林
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
24
万
2
1
1
4

円●
三
菱
自
動
車
S
T
E
P
募
金
／「
子

供
の
森
」計
画
に
22
万
円

●
株
式
会
社
ヤ
ク
ル
ト
本
社
／「
子
供

の
森
」計
画
に
21
万
5
9
6
2
円

●
仙
台
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
／「
海

岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
20
万
円

●
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
21
／
海
外
開
発
協
力

事
業
に
20
万
円

●
a
u
エ
ネ
ル
ギ
ー
&
ラ
イ
フ
株
式
会

社
／
啓
発
普
及
事
業
と「
子
供
の
森
」計

画
に
合
わ
せ
て
18
万
5
6
7
7
円

●
住
江
織
物
株
式
会
社
／
オ
イ
ス
カ
の

活
動
に
17
万
8
0
0
0
円

●
株
式
会
社
三
井
不
動
産
ホ
テ
ル
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
／「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」に
12
万
5
0
0
0
円

●
株
式
会
社
宇
治
川
商
店
／
人
材
育
成

事
業
に
11
万
1
0
7
2
円

●
鈴
木
哲
夫（
愛
知
県
）／
人
材
育
成
事

業
と
啓
発
普
及
事
業
に
合
わ
せ
て
11
万

円●
丸
眞
株
式
会
社
／「
子
供
の
森
」計
画

に
10
万
4
7
7
7
円

●
株
式
会
社
ベ
ス
ト
ワ
ン
／「
子
供
の

森
」計
画
に
10
万
円

●
ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
パ
ー
ツ
株
式
会

社
宮
城
支
社
／「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」に
10
万
円

アタリ

本誌掲載の記事・写真・イラスト
などの無断転載を禁じます。

今月の表紙写真

Photo by Tatsuya Kano

 

日本の棚田にも似た風
景が広がるインドネシ
アのチプタグラル。古
来より伝統的な生活を
守るこの共同体では、  
「米は命」との考えか
ら販売は許されないと
いう。観光客が増加す
る中、この地にとって
最善の発展の形はどの
ようなものだろうか。
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令
和
5
年
7
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1
日
印
刷
■
令
和
5
年
7
月
5
日
発
行
■
オ
イ
ス
カ
■
通
巻
7
0
5
号

7
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23


	7-表1＿0616
	7-P2＿0616
	7-P3＿0616
	7-P4＿0622
	7-P5＿0622
	7-P6＿0622
	7-P7＿0622
	7-P8＿0622
	7-P9＿0622
	7-P10＿0622
	7-P11＿0622
	7-P12＿0622
	7-P13＿0622
	7-P14＿0622
	7-P15＿0622
	7-表4＿0616

